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喫煙習慣を有する初産婦の妊娠期から出産3ヶ 月後までの喫煙行動
三上智子1)、山田惠 子2)、丸山知子3)
1)札幌市立大学看護学部
2)札幌医科大学保健 医療学部一般教育科
3)札幌医科大学保健 医療学部看護学科
妊娠から出産後3ヶ 月までの喫煙行動 を構成する要素を明らかにするために、喫煙習慣のある初産婦を
対象に、半構成的面接を行った。その結果、1)仲 間意識による若年時か らの喫煙開始、2)喫 煙は子
供 と自分の健康に とって悪い影響があるという知識、3)喫 煙の害から子供を保護する行動と周囲の助
言、4)出 産後に児への直接的な影響か ら解放 されることによる喫煙行動の再開、5)出 産後の疲労と
育児による行動制限で引 き起 こされるス トレスと喫煙行動、6)リ ラックスや気持ちを満たすための喫
煙行動、7)周 りの喫煙 とニコチ ン依存による習慣性喫煙行動の7つ のカテゴリーが抽出された。妊娠
期間中、対象者は禁煙あるいは減煙を実行 したが、出産後に喫煙を再開 した。研究結果から、出産後の
疲労や育児に伴 うス トレスを喫煙でまぎらわしている姿が浮き彫 りになった。そこで、妊産婦および母
親を対象とした効果的な禁煙教育の時期や方法について考察 した。
〈キーワー ド〉　初産婦、出産後の喫煙行動、禁煙教育
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The purpose of this study was to describe the smoking behavior of primigravida female smokers from pregnancy to
three months after child birth. Semi-structured interviews were conducted to un ertake qualitative analysis of 7
female primigravida smokers. Thedata revealed seven categories:1) Beginning smoking at ayoung a e due to
peer p essure.2) Knowledge thatsmoking during pregnancy is not good for both e baby's andmother's health.3) 
Behavior for protecting the r children against problem due to smoking a dadvice from family andfriends.4) Start
smoking again after giving birth because of eling freefrom direct influence of u born baby.5) Stress fatigue and
irritation because of lack ofreedom after child birth.6) Smoking behavior for relaxation or comfort.7) Influence of
smokers among family or friends a  habitual smoking behavior due to nicotine addiction. Subjects started moking
from a young a e and espite having k owledge about harm from s oking, a d they restarted smoking right af er
giving birth. The reason f rrestarting smoking was fatigue aft r child birth andstress involved in child care. Based
on this study, we discuss the timing a dmethods foraneffective smoking cessation program for p egnant women
and mothers.
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は じ め に
　近年、女性の社会進出が高 まるにつれ、女性 の喫煙率の
上昇が注 目されている。平成16年度国民栄養調査Pに よる
と、 わが国 における女性 の習慣 的喫煙者 の割合 は12.0%で
あ り、平成元年の9.4%、平成10年の10.9%と徐 々に増加傾
向 にあるこ とが わかる。特 に男性 の喫煙率が30歳代 を除い
て減少傾向にあるのに対 し、20歳代 および30歳代の 女性 の
喫煙率は年々増加の一途を辿 っている(平 成元年;20歳代
8.9%、30歳代11.7%、平 成10年;20歳代19.1%、30歳代
13.8%、平成16年;20歳代18,0%、30歳代18.0%)。国民栄養
調査では妊産婦 に対する調査 はなされていないが、20～30
歳代は出産年齢層であることか ら妊産婦において も喫煙 率
が上昇 していることが推測 される。1989年か ら1997年の報
告で、妊婦や母親 の喫煙率 は、妊婦が約3～7%z:,、 母
親が約5～9%6、9}の範囲で推移 していたが、2001年以降
の報告で は、喫煙率 は妊婦 にお いて約5～10%L1〔トi21、母
親 において13～34%1〔),ll.13)と明 らか に上昇 している。
　喫煙 が健康 に有害であることにつ いてはすでに多 くの報
告が な されている'd)。と りわ け、妊産婦 の喫煙 に よって、
胎児の周産期死亡や早産の増加6・'5～'8)、自然流早 産や子宮
内胎児発育遅延6,8.16.2°)、子宮 内胎児死亡19)、低 出生体重児6・
82Dなどが報告 されている。 また、育児 中の母親の喫煙 で
は乳児にニ コチ ン中毒症状'8.22)が認 め られ、乳幼児突然死
症候群の危険性's.°)や気管支炎 ・気管支喘息、中耳炎な ど
の感染症の発生率が高いこと9,22,24,25)が報告 されている。 こ
の ように、近年、母親本人の喫煙や受動喫煙が、胎児 また
は子供の健康 に及ぼす影響 について明 らか にされてお り、
医療施設 において、妊娠 中か ら出産後の禁煙指導が組み込
まれ、 さまざまな試みが なされている26～29)。しか し、実際
の禁煙指導 は情報の提供のみに留 ま り、出産後の指導が充
分 にな されず、妊娠期か ら産褥期 にかけて継続 した禁煙指
導や、個 人の喫煙 行動 にあわせ た禁煙対策は取 られていな
いのが実情である。妊産婦の喫煙行動では妊娠 中は胎児へ
の影響 を考 えるため禁煙で きるが、 出産後に喫煙 を開始 し
ている という報告'L.6.R.3°.3//が多 く見 られ、喫煙習慣のある
母親の禁煙継続がいかに難 しい ことであるかが示 されてい
る。 しか し、出産後 の喫煙行動 は、母親の健康 と同時に子
供の健康 という観点か ら、母子保健上重要な問題である。
　本研究で は、妊 ・産 ・褥婦に対す る新 しい禁煙教育の構
築のための基礎 的資料 を得 ることを 目的 として、 出産後に
母親が再 び喫煙 を開始 して しまう要 因を明 らか にす るた
め、半構成的面接法を用いた調査 を行った。
に出産した初産婦のうち、出産後3ヵ 月の時点で喫煙して
お り、研究への承諾の得 られた母親7名 を対象とし、1999
年7月 から8月下旬にかけて調査を行った。
2.研究方法ならびに調査内容
　データ収集は半構成的面接法惣を用い、面接は対象者の
希望により自宅への訪問または病院で行い、対象者の許可
を得て全てテープレコーダーに録音した。面接に要 した時
間は24分～47分(平均37分)であった。
　面接に使用 した半構成的面接法の内容は、(1)基礎情
報、(2)煙草を吸いたくなる場面、(3)煙草を吸ってい
るときの気持ち、(4)煙草に関するこれまでの経験、(5)
煙草をやめた場合失うものの有無に関して、である。(1)
の基礎情報は、対象者の年齢、婚姻状況、妊娠分娩歴、職
業、生活形態、子どもの性別、子どもの出生時体重、子ど
もの栄養状態、妊娠前から出産後までの喫煙状況、夫や家
族の喫煙状況、産褥経過の状況、授乳状況に関する情報を
産褥入院時の記録か ら得た。(2)に関しては煙草を吸い
た くなる具体的な場面を話 して貰った。(3)については、
煙草を吸っているときの気持 ちを具体的に表現 して貰っ
た。(4)の煙草に関する経験については、喫煙経験など
の具体的な経験を聞いた。(5)では、煙草をやめた場合、
失うものが有るかどうかについて尋ねた。
3.データ解析
　データ分析はグランデッド・セオリー ・アプローチの継
続的比較分析法32.33)を用いた。具体的な分析過程は以下の
通 りである。
　 1)面接時に録音されたテープから逐語録を作成 した。
　 2)逐語記録を精読 し、(2)か ら(4)に 関する記述
　　　の内容を単位化 し、レベルをつけ実質コー ドを作成
　　　 した。
　 3)2)の実質コー ドをもとに二段階コー ド化を行った。
　 4)3)で行った実質コー ドの中で、同じ内容を持つコ
　　　ー ドをまとめ、サブカテゴリーとして分類 した。
　 5)サブカテゴリー間の類似性、相違点を検討 し、出産
　　　後3ヶ月における喫煙行動を構成する要素をカテゴ
　　　 リーとして抽出した。
　 6)研究の信頼性の確保については、会話の内容を忠実
　　　かつ正確に逐語録に転記 し、研究者自身のバイアス
　　　を削減するため、3人 でカテゴリー化を行った。ま
　　　た、妥当性の確保については、評価的視点を含まず、
　　　対象者の生の声を生かす方向でカテゴリー化を行
　　　い、逐語録やカテゴリー表を専門領域にある指導者
　　　や複数の研究者に公開して検討を重ねた。
研 究方 法
1.研究対象者
小樽市にある総合病院の産婦人科病棟で1999年4～6月
4.倫理的配慮
　本研究は倫理的配慮 として、対象者に対 し研究依頼文書
を用いて説明を行い、研究への参加に対する同意を得た。
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喫煙習慣を有する初産婦の妊娠期から出産3ヶ 月後までの喫煙行動
1.対象者の基礎情報
1-1.対象者の属性
結 果
　対象者の属性を表1に示 した。対象者の平均年齢は25歳
(範囲21-29歳)であり、全員既婚者であった。
1-2.対象者の喫煙状況
　対象者の喫煙状況を表2に 示した。対象者の一 日の喫煙
本数は、妊娠前10～40本(平均14～17本)、妊娠中0～15本
(平均5～7本)と 全ての対象者の妊娠中の一日の喫煙本
数は妊娠前に比べて減少 していた。 しかし、殆 どの対象者
(7名中6名)は 出産後の喫煙本数が4～20本(平均13本)
であ り、妊娠前と同じになっていた。対象者の家族の喫煙
状況では、1名 を除く6名において、夫や同居 している家
族が喫煙者であった。
1-3.対象者の児の健康状態
　対象者の児の出生時体重と健康状態を表3に示 した。児
の出生時体重は3090±460gであった。7名 のうち1名 の
児が出産後3ヵ 月までに気管支炎に罹患 していた。
2.出産後3ヵ 月までの生活における喫煙行動を構成する
　　要素
　出産後3ヵ 月を経過 した母親のうち、喫煙 している7名
の母親を対象にして、喫煙行動を構成する要素について分
析 した。初めに対象者の言動から得られたデータをもとに
第1段 階のコー ド化を行い、実質コー ドを作成 した(デ ー
タなし)。次に、作成した実質コー ドをもとにカテゴリー
化を行い、表4に 示 した28のサブカテゴリーを抽出した。
次に、28のサブカテゴリーの中で、同じ内容を持つコー ド
をまとめ、7つのカテゴリーを抽出した。その結果、表4
表1　対象者の属性
に示 したように、以下の7つのカテゴリーに分類できた。
カテゴリー1):仲 間意識による若年時からの喫煙開始
カテゴリー2):喫 煙は子供 と自分の健康にとって悪い影
　　　　　　　　響があるという知識
カテゴリー3):喫 煙の害から子供を保護する行動と周囲
　　　　　　　　 の助言
カテゴリー4):出 産後に児への直接的な影響から解放さ
　　　　　　　　 れることによる喫煙行動の再開
カテゴリー5):出 産後の疲労と育児による行動制限で引
　　　　　　　　 き起こされるストレスと喫煙行動
カテゴリー6):リ ラックスや気持ちを満たすための喫煙
　　　　　　　　 行動
カテゴリー7):周 りの喫煙 とニコチン依存による習慣性
　　　　　　　　 喫煙行動
1)仲間意識による若年時からの喫煙開始:　 対象者の喫
煙行動は、若年時に 「興味本意で」あるいは 「仲間意識か
ら」開始されていることが分かった。対象者の喫煙開始時
期を表2に 示した。そのうち5名 は中学生から高校生とい
う未成年の段階で、「興味本位で」、「友だちと遊び半分で」
という言葉で表現されているように、安易な気持ちで喫煙
を開始 していた。また、6名が仲間に誘われて喫煙を開始
していた。開始した時の気持ちは、「悪いと思っていなか
った」、「かっこいいと思った」、「いらいらする事があって、
吸い始めた」などであった。喫煙行動に対 して肯定的なイ
メージを持っていた1名 の対象者は、両親か らいずれ も
「止めるように言われた」、「両親は吸わない」など、喫煙
開始時に喫煙 と関係のない環境で生活しているにもかかわ
らず喫煙を開始していた。
2)喫煙は子供 と自分の健康にとって悪い影響があるとい
う知識:　 対象者はいずれも喫煙は胎児や子供、そして自
分の健康に悪い影響があることに対する知識を有してい
表3　対象者の児の健康状態
対象　　年齢　婚姻状況 妊娠分娩歴　　職業 生活形態 対象　　児の性別　出生時体重(g)児の栄養形態 児の罹患歴
母親①
母親②
母親③
母親④
母親⑤
母親⑥
母親⑦
29
21
24
26
25
21
22
既婚　　0(0)
既婚　　0(0)
既婚　　0(0)
既婚　　0(0)
既婚　　0(0)
既婚　　0(0)
既婚　　0(0)
育児休業中　　 夫
　　無　　　4世帯同居
　　無　　　　　夫
　　無　　　2世帯同居
　　無　　　　　夫
育児休業中　2世帯同居
　　無　　　　　夫
母親①
母親②
母親③
母親④
母親⑤
母親⑥
母親⑦
男
女
女
男
女
男
男
2,700
2,900
3,550
2,920
2,830
3,290
2,630
人工栄養　　　無
人工栄養　　　無
人工栄養　　気管支炎
混合栄養　　　無
人工栄養　　　無
人工栄養　　　無
人工栄養　　　無
表2　対象者の喫煙状況
対象
喫煙本数(本/日)
妊娠前 妊娠中 出産後
喫煙量の
増量時期 家族の喫煙　　 喫煙開始時期
母親①
母親②
母親③
母親④
母親⑤
母親⑥
母親⑦
　 10
　 20
20^-40
　 10
　 10
　 20
　 10
　 3
15
1^-10
0～3
2～6
10
　 2
　 10
　 20
　 20
　 4
　 10
15-20
　 10
出産0日 目
出産5日 目
出産1日 目
出産1日 目
出産1日 目
出産1日 目
出産5日 目
　　夫
夫 ・義父
　　夫
夫 ・義父母
　　無
夫 ・義父
　　夫
中学生
高校生
中学生
19歳
高校生
中学生
21歳
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表4　 喫煙行動を構成するサブカテゴリーとカテゴリー
7つの カテゴリー
1)仲間意識による若年時からの喫煙開始
2)喫煙は子供と自分の健康にとって悪い影響が
　　あるという知識
サブカテゴリー
　① 若年で興味本位に喫煙開始
　② 仲間に誘われて喫煙開始
　③ たばこへの肯定的なイメージやいらいらから喫煙開始
　④ 喫煙開始時の禁煙を促す周りの状況J
3)喫煙の害から子供を保護する行動と周囲の助
　 言
① 胎児への悪い影響についての知識
② 子供への悪い影響についての知識
③ 自分の健康への悪い影響についての知識
④ 喫煙開始時の知識と禁煙に対する気持ち
人数
　 　 7
　 　 6
　 　 3
　 　 1-一一一
7
4
2
1
一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
① 子供の保護を目的とした行動と出産後の禁煙に対する気持ち
② 禁煙を促す周りの状況
③ 妊娠を契機にした禁煙の意志
④ 胎児のために滅煙
⑤ 妊娠中の仕事やつわりによる減煙　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ
4)出産後に児への直接的な影響から解放される　① 出産後の禁煙意志の消失
　　ことによる喫煙行動の再開 　 　 　 　 　 　 ② 出産後に妊娠前の喫煙量を再開
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③ 妊娠中の禁煙意志の揺らぎによる喫煙量増加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④ 健康への喫煙害について自己判断　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 →
]
5)出産後の疲労と育児による行動制限で引き起 　① 育児についての悩みや心配
　　こされるス トレスと喫煙 　 　 　 　 　 　 　 ② 出産後の疲労
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③ 妊娠中と出産後のいらいらで喫煙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④ 育児のための行動制限によるストレスと喫煙J
6)リ ラックスや気持ちを満 たすための喫煙行動
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ]
7)ニコチン依存による習慣的喫煙行動と周りの
　 喫煙
① 子供の順調な発育と育児の慣れによる負担軽減
② リラックスできる場所での喫煙
③ 喫煙によって得られる気持ち
④ 長時間の在宅による退屈をまぎらわせる喫煙
6
6
5
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3
7
6
3
2
　 　 7
　 　 6
　 　 5
i　 2」一一一一一
① 無意識で習慣的な喫煙
② 夫や家族、友達、職場の周りの喫煙
③ たばこに対する執着心
7
6
6
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た。対象者全員が 「喫煙により奇形児が生まれるかもしれ
ない」、「胎児の発育や脳の働 きに喫煙が悪影響を及ぼす」
などの喫煙の害に関する知識を育児雑誌や本などから得て
いた。出産後の喫煙に関しても、「赤ちゃんの前では絶対
吸わない」、「副流煙によって周 りの人に害を与えるか ら
ね」、「子供の気管支炎が自分の喫煙と関係あるかもしれな
い」など、喫煙が子供の健康にとって好ましくないという
理解を有していることが分かった。さらにテレビなどのマ
スメディアによる喫煙の有害性についての情報から、「止
めるのが健康には良いだろう」、「喫煙は体に悪いから止め
ようと思った」など、自分自身の健康にとっても喫煙は良
くないことを知っている発言が聞かれた。
3)喫煙の害から子供を保護する行動と周囲の助言:　対
象者全員が 「妊娠中は止めようと思った」、「なるべ く控え
ようと思った」などの発言をし、胎児を保護するために禁
煙や減煙の意志を示 した。実際すでに表2に示 したように、
全ての対象者の妊娠中の喫煙量は妊娠前に比べて減少して
いた。禁煙や減煙開始の時期については、全員が 「妊娠が
判ってから」 と語った。しかし、「結構がんばった」、「慣
れるまできつかった」と喫煙や減煙をがんばった対象者が
いる一方で、「最初の頃は2本 とか3本 にしていたが…」、
「本数は10本を超えないように…」など、妊娠後期か ら再
び吸い始める対象者も存在した。また、仕事(有 職者3人
のうち2人)や つわりにより妊娠中の喫煙欲求が抑えられ
ていたことも分かった。出産後は喫煙量 を控 え、「赤ちゃ
んの前では絶対吸わない」、「抱 っこしなが ら吸わない」、
「換気扇の下や窓をあけて吸 う」などの発言が示すように、
たばこの煙の害から子供を守ろうとする努力がみられた。
さらに、妊娠中、出産後を通して、対象者の家族や友人達
から 「妊娠中の喫煙は奇形児が生まれる」、「吸っていて良
いことない」、「喫煙者の夫が妊娠中は自分の前で吸わなか
った」、「親にさんざん止めうと言われた」などの多くの注
意や忠告を受けてお り、対象者に対する助言が喫煙行動に
影響 していた。
4)出産後に児への直接的な影響から解放されることによ
る喫煙行動の再開:　出産後、表2に示 したように、妊娠
中に喫煙量を減らしていた対象者全員の喫煙量が元に戻っ
た。妊娠中に禁煙の意志が揺らいで喫煙量が増加していく
行動パターンが 「3～4ヶ月で気がゆるんで…」、「妊娠後
期になって、もういいかな」などの言葉から伺える。また、
先輩の母親の 「本数10本くらいなら大丈夫」などの周 りの
発言が母親の禁煙の気持ちを揺れ動か していた。出産後は
全員が 「赤ちゃんを生んじゃったから」、「もう妊婦じゃな
いから」と禁煙の意志を消失 していた。 さらに、「気を使
って吸っているけど止められない」、「赤ちゃんが何でもな
かったから」、「もうこれからは止めるきっかけがない」な
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ど禁煙の意志を示さない発言が聞かれた。実際に、7人中
6人の対象者が出産後に妊娠前の喫煙量に戻った。母乳を
与えていた対象者は出産後1日 目から喫煙を開始していた
が、実際のインタビューでは 「母乳を与えることを止めた
ら元通りに吸う」と喫煙再開の意志を示 した。
5)出産後の疲労と育児による行動制限で引き起こされる
ス トレスと喫煙行動:　対象者が妊娠中や出産後にス トレ
スを感じている状態は 「好 きなことが出来ない」、「育児で
ぐっす り眠れない」、「思いどお りにいかない」などの言葉
から理解 され、これらのス トレスを解消するために喫煙し
ていた。7名 中5名の対象者は、睡眠不足からくる疲労や
授乳に伴った疲労について語った。また 「す ぐ泣 く」、「何
で泣いているか判断できない」、「夜にぐずるから」など子
供をあやすことに疲労を感じている対象者 もいた。さらに、
対象者は周 りの母親からの情報と自分の子供の状態を比較
して悩んでいた。「育児についての悩みや心配」の主なも
のは子供の栄養方法、離乳食、子供の体重の増減、便の状
態、謄の異常、水頭症、大泉門の異常、汗疹、気管支炎、
風邪についてであった。また、育児によって自らの行動が
制限されることか らのス トレスとして 「買い物とかも自由
にいけない」、「ほっといてどこかに行 きたくなることもあ
る」、「家にずっといなければならないか ら煙草を吸っちゃ
う」などの言葉が聞かれ、外出の制限や家にいなければな
らないというス トレスが喫煙行動を引き起こしていた。
6)リラックスや気持ちを満たすための喫煙行動:　対象
者は子供の順調な体重増加、子供の異常への適切な処理能
力の習得、授乳方法の確立と夜間睡眠時間の延長、育児へ
の協力について語った。出産後3ヶ 月が経過し、子供が順
調に発育 し自信がついたこと、経験による慣れなどから育
児負担が軽減 していた。「家事の合間とか、ほんとに休み
たいと思ったときについ」、「仕事の合間は吸いますけど」
など家事や育児の合間、仕事の休憩時間に喫煙することで
リラックスし、満足感を得ていた。 また、長時間にわたっ
て子供 と一緒にいることで喫煙量が増えていた。
7)周 りの喫煙 とニコチ ン依存による習慣性喫煙行動:
対象者は自分の喫煙行動について 「何 とな く吸いたくな
る」、「無意識に吸っている」、「習慣みたいな感 じ」など、
喫煙行動が無意識で習慣的になされていることを語った。
煙草は 「かかせないもの」、「どんなことがあっても買いに
行 く」、「ガムとは全 く違う」などと語 り、煙草に対する強
い執着心を有 していた。さらに、表2に示したように1人
を除 く6人の対象者の配偶者が喫煙 してお り、さらに 「友
達が結構吸っているから」、「父親も母親も吸っているし」
と、周 りに喫煙者が存在 し、周 りの喫煙に自分の喫煙欲求
を刺激されていた。
考 察
　本研究は、初産婦における妊娠から出産後3ヶ月までの
喫煙行動を構成する要素について分析を行ったものであ
る。抽出した7つ のカテゴリーの関連性を図1に示 した。
殆どの対象者が中学または高校生の時に喫煙を開始してい
た。妊産婦を対象にしたこれまでの研究からも喫煙開始年
齢が低年齢化 してきており、たばこへの依存度が高 くなっ
　　　　　　　　　　　　 出 産 後 の 喫 煙と
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　　　　　　　　　　　妊娠中の禁煙
(3)煙草の害から子供 を保護
　　 する行動と周囲の助言
(1)若年時に仲間意識か ら喫煙開始
図1　抽出された7つのカテゴリーの関連図
　 23一
三上智子、山田恵子、丸山知子
てきていることが分かっている3.5・7訓。 したがって対象者
は妊娠 ・出産可能な年齢に達するまで長期に渡って喫煙 を
継続しており、長年の喫煙習慣からたばこへの依存度が高
い状態にあることが明らかとなった。多 くの場合、喫煙は
仲間意識や興味本位から開始されてお り、対象者は喫煙に
対 して肯定感を有し、たばこへの執着心を表していた。一
方、喫煙することに罪の意識を感じる対象者も存在 してい
た。母親の喫煙が子供の喫煙開始に与える影響が大きいこ
とが報告されており36)、喫煙者を減 らすためにも、子供の
いる環境の中での禁煙は重要な課題であろう。
　対象者はいずれも若年期か ら喫煙習慣を有 していたが、
妊娠が判明すると全員が禁煙あるいは減煙行動を起こして
いた。これまでの研究7灘や厚生労働省の調査研究'°}にお
いて報告されているように、妊娠による母体の生理的変化
がある場合や胎盤や母乳を介した直接的な影響が胎児や子
供に及ぶ と考えられる場合に、喫煙を減らす方向に行動が
変化 しやすいと分かった。すなわち、喫煙の害に対する知
識を有 しているかどうかが、喫煙 もしくは減煙にむけて行
動変化させるための要因の1つ となることが明らかとなっ
た。対象者は、喫煙が胎児や子供、自分自身に及ぼす有害
性について、主にマスメディアや本等から情報を得ており、
喫煙の胎児への影響については知っていたが、出産後の受
動喫煙や自分の健康に喫煙が及ぼす影響については、漠然
とした知識しか有 していなかった。対象者全員が、出産後
は子供の側で吸わないという配慮をしているが、そうする
ことで子供への直接的な影響はなくなると考えてお り、喫
煙が子供に直接影響 しないと捉えていた。母乳を与えてい
た対象者だけが喫煙に対する不安を訴えており、それ以外
の対象者は調査時点で妊娠前の喫煙量に戻っていた。この
ことか ら出産後の喫煙の有害性に対する知識が乏しく喫煙
の害に対する認識が十分ではないことが示唆された。出産
後の受動喫煙 もしくは母親自身の喫煙が子供に悪影響 を及
ぼす ことは多くの研究'°22,341で明らかにされているが、本
研究からそれらの事実が妊 ・産 ・褥婦に理解されていない
ことが明らかとなった。今後、乳幼児健診などを通 して、
母親の喫煙による子供への害について、広く普及していく
必要があると考える。
　対象者の喫煙行動と周囲の環境 との関連では、妊娠中は
夫や家族等から禁煙をすすめられ、禁煙を維持 しやすい環
境が整っていたが、出産後は喫煙に対する周囲の関心は薄
くなっていることが分かった。喫煙は依存度が高 く周りの
環境に影響を受けやすいことからe,s・'1)、妊娠 ・出産後も禁
煙を継続させることのできる環境づ くりが大切である。特
に、先に述べた子供の受動喫煙に関する教育は、母親のみ
ならず夫や家族に対 して行うことも必要であろう。受動喫
煙に関する厚生労働省の調査研究'°)においても喫煙をして
いる妊婦の約9割 が、妊娠を契機にたばこをやめたいと考
えていると報告 しており、妊娠初診時に禁煙教育を実施し、
禁煙の継続を援助していくことが効果的であると考える。
　対象者は、妊娠や育児におけるいらいら感やス トレス、
退屈等を解消するために喫煙 してお り、喫煙を家事や育児
等の生活行動の一区切 り、リラックス、楽しみとして位置
付けていた。このことから、母親たちは喫煙によって落ち
着きや満足感を得ており、喫煙行動は心理的な側面を有 し
ている。妊娠を契機に禁煙を実行 していた母親もこれまで
の喫煙習慣からス トレス時の対処行動の1つ として喫煙行
動をとっていると考えられる。そのため、出産後 も禁煙を
継続していくために、出産後の育児に対する母親のス トレ
スを喫煙以外の方法で解消できるサポー ト体制が必要であ
り、看護師の役割は大きいと考える。妊娠初診時か らの禁
煙に対する効果的なサポー トを行うためにも、妊娠 ・出産
を受け入れる医療機関において、看護職の禁煙に対する指
導体制を強化 していくことが必要である。しかし現在、喫
煙の害に対するパンフレットの配布や口頭での禁煙の奨め
は行うが、禁煙を実行するかどうかは妊婦や母親の意志に
任されていること、また、看護者側の喫煙に対する価値観
に差がみ られ、禁煙教育に曖昧 さが生 じているなどから、
妊婦や母親を支える看護者側の指導体制は充分に整ってい
るとは言えない。
　今後、妊婦や母親に対する効果的な禁煙教育を考える上
で、本研究から効果的な禁煙教育の時期が明らかになった。
図1に示すように、妊娠が判明した時点で禁煙あるいは減
煙を実施 していた対象者全員が出産後の早い時期か ら喫煙
を開始 していたことか ら、禁煙あるいは減煙の継続には、
出産直後の禁煙教育(図1に おいて破線で囲った部分)が
効果的であると考える。特に受動喫煙の害に関する教育に
おいて、我々はすでに呼気CO濃度測定を用いた禁煙教育
を青年期の学生に実施 している。喫煙のみならず受動喫煙
によって も呼気CO濃度が上昇することを対象者が実際に
経験することで、禁煙の意志を持つ対象者が増加 したこと
を報告 している37)が、妊産婦や母親に対する禁煙教育にも
有効な手段のひとつであると考える。同時に、個人の生活
状況や喫煙行動を考慮 し、妊娠初診時からの健診や母親学
級、乳幼児健診等を利用 した継続的な禁煙教育 も必要であ
ろう。 さらに、禁煙をサポー トするために、先に述べたよ
うな、父親学級や両親学級を利用した夫や家族への禁煙指
導の取 り組みや妊婦や母親を支える看護者側の禁煙指導体
制の強化のための禁煙指導の研修等、周 りの環境作 りも進
めていかなければいけないと考える。現在、国家 レベルで、
たばこの広告規制や喫煙規制などの禁煙対策に取 り組んで
いる国もあるのに対 して、我が国は世界最大の輸入国であ
り、禁煙対策も立ち遅れている38)。今後は国家規模の禁煙
対策、小学校からの禁煙対策など、あらゆる場における禁
煙運動が必要であろう。
　本研究は初産婦を対象にして喫煙行動を解析 した報告で
あるが、対象者が7名 と少数であるため、今後はさらに例
数を増やし解析する必要がある。それらの結果を基に、妊
産婦を対象 とした具体的かつ効果的な禁煙教育を実施 し、
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それを検証 し、喫煙習慣 を持つ妊産婦の禁煙に対する効果
的な禁煙教育の構築に向け、さらなる検討を重ねていきた
いo
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